
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 紀美野町では、平成 27 年度より、認知症当事者やその家族、地域住民、行政職員、社協

職員等が気軽に集い、交流することを目的に、コミュニティカフェ「きみの＊にこ cafe（以

下、にこカフェ）」を開催している。このカフェは、町内のコミュニティカフェを活用して

月に一度実施されるもので、年齢、性別を問わず多様な人々がカフェを訪れることで、認知

症当事者やその家族に楽しみや安らぎを与えるとともに、カフェ参加者の認知症への理解

が促進されることが期待されている。本プログラムにおいては、にこカフェの取り組みを中

心としながらも、少子高齢化の進行している紀美野町において貴重な世代間交流の場をい

かにして作り上げることができるか。また、既存の世代間交流の場をいかにして、維持・運

営していくことができるのかについて考えることをねらいとしている。 

 

２．活動の内容 

本プログラムにおける学生の主な活動内容は以下の通りである。活動によっては、イベン

トの企画自体から関わっているものもあるが、当日の支援のみの活動もある。 

・認知症サポーター養成講座：認知症や紀美野町に関する知識を身につけるべく実施 

・にこカフェ（毎月第 4 金曜日）：運営サポートと秋祭りの企画・運営など 

・ふれあい昼食会（毎月第 3 土曜日）：運営サポートとメニュー等の提案など 

・こども食堂（キノコ食堂）（毎月第 2 金曜日）：運営サポートと親子向け企画の実施など 

・地域活動訪問と観光資源聞き取り：サロンの訪問と観光資源のヒアリング・訪問など 

 

３．活動を通じて 

 イベント等の企画においては、世代問わず親子で楽しめる企画や紀美野町ならではの企

画を実施するべく、毎週一回会議を行い検討してきた。イベント参加者からは、好評を得

ることができ、大変良い活動であった。しかし、活動間の連携による世代間交流の場の創

出までは至らず、地域活動間連携の難しさを感じた。この点は、今後の課題としたい。 

【地域の基礎データ】 

人 口：8,746 人（令和元年９月末現在） 

高齢化率：45.4％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：棕櫚製品製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：11 名（１回生：４名、２回生：３名、３回生：

２名、４回生：２名） 

活 動 期 間：平成 27 年 4 月～ 

担 当 教 員：藤井至 



 

４．成果物など 

  


